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　　　　　　　　先週末₂月₂日に南部会館
　　　　　　　で行われました、第20回八戸
　　　　　　　市競技カルタ小中学生大会を
　　　　　　　無事終了することができまし
　　　　　　　た。参加していただきました
皆様、まことにありがとうございました。参
加者がどうなるのか、昨年からいろいろ工夫
したりしてやっておりましたが、先ずは本当
にしっかりと内容も形とすることができまし
た。詳細は後ほど小井田社会奉仕委員長から
報告があると思いますので、割愛します。
　わたしは会長の立場でしたので、今回は
ずっと最後までいましたが、今までは最初は
朝手伝いに入って、ちょっと抜けて、また
戻ってみたいなことをやっていましたので、
なかなか見ることもなかったのですが、参加
者の小中学生は本当に一生懸命やっていて、
その熱に打たれた次第です。
　ちらっと“ちらし取り”、ふつうの百人一
首を利用してのかるた形式のものを参加者も
やりますが、それに一緒になって親御さんと
ロータリーの有志で参加してやりました。若

い世代の方はそんなことはなかったと言いま
すが、われわれの頃は小学校のときに百人一
首を使った全校かるた大会が毎年ありました
が、上の句、下の句、百人一首を覚えさせら
れた覚えがありますし、かるた大会も一生懸
命やっていた記憶もあります。それで、少し
でも覚えているのかと思って参加させていた
だきましたが、字面を追いかけるだけで全然
覚えていませんでした。お母さんたちは子ど
もさんと一緒になって自宅で勉強しているよ
うなので、上の句を読むと下の句の字面を探
し始めるので、かないっこないわけです。
　やはりそういうことをやっていると、もう
一回百人一首をやってみようかなという気に
そのとき一瞬させられました。参加された村
舘珠樹さんあたりはけっこう有名な句は抑え
て、事務局と連合軍を組んでやっていたよう
で結構な枚数を獲得していました。
　ただ実際に公式なちらし取りの参加者でも、
覚えている方と覚えていない方の格差があっ
て、しかも200枚でやった（要するに₂枚あ
る）ので、分かっている方たちは上の句を読
まれているときに₂枚取ってしまって、さら
に枚数の差が極端についてしまった。やり方
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を考えたほうがいいのではないかと意見をい
ただいたりしましたが、親御さんからはこの
悔しさが今度やる気にさせるという意見もあ
り、ひじょうに嬉しく思った次第です。
　そういう人たちにかるた大会を体験する機
会を与えて、それが将来かるたの世界に入っ
ていくのか、それが何かのきっかけになって
いろいろなことを体験していくのかわかりま
せんが、何かのためになるようなかるた競技
会であればいいな、とふと思った次第です。

　　　　　　　　かるた大会に参加して、玄
　　　　　　　人のお母さんにぼこぼこにや
　　　　　　　られました。来年はアダルト
　　　　　　　の部を作ってもいいのではと
　　　　　　　思います。
〇₂月ロータリーレート　１ドル＝154円
〇「じょっぱり経済学」講師募集について
　地区社会奉仕委員会から、青森大学で毎年
行われています。教育連携協定を締結してい
るので、それぞれの分野の県内第一人者によ
る講義を１コマ90分で行う取り組みです。こ
ちらの講師を募集していますので、ぜひ立候
補お願いします。
〇₂/12IDMについて（本日2/5締切）
　卓話は村井達さんです。締め切りは今日ま
でです。
〇₂/22 南グループIM懇親会費について
　当日の会費を事前にいただきたいと思いま
す。事務局へ持参いただくか19日の例会時に
事務局にお渡しください。
〇事務局お休みについて
　₂月10日㈪、₂月17日㈪はお休みです。
〇SMBCの渡部充さんが₂月末で支店統合
のため転勤されます。短い間ですがお世話に
なりましたということで、送別会を開催した
いと思います。₂月18日㈫を予定しています。
詳細は後ほど流しますので、ご検討いただけ
ればと思います。

親睦会場委員会　　　　　　　佐藤恒寛委員
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　村舘珠樹さん
　　　　　　　◦奥様誕生祝　
　　　　　　　　松本剛典・接待一雄
　　　　　　　　種市良雄さん
◦結婚記念日　小井田和哉・小野　恭さん
橋本八右衛門さん　いま話題の「立春朝搾
　　　　　　　　　り」飲んでいただいた皆
　　　　　　　　　様、ありがとうございま
　　　　　　　　　した。
道尻誠助・渡辺　孝�
　　　　　　　　　�ニコニコデー
小井田和哉さん　　�

〇かるた大会報告
社会奉仕委員会　小井田和哉委員長

　　　　　　　　₂月₂日に南部開会で、第
　　　　　　　20回八戸市競技かるた小中学
　　　　　　　生大会を実施しました。“ち
　　　　　　　らし取り”と“競技かるた”
　　　　　　　の₂つに分かれてやりました。
　まず、ちらし取りの参加者は１年生から₅
年生まで₇名。百人一首を₂組使って200枚
でちらし取りを行いました。やはりちょっと
覚えている方は上の句を読まれているところ
を取ってしまうので、１位は50枚以上取って
いて、慣れていない方は数枚しか取れない。
50枚取った方は申し込みの時点で競技かるた
とちらし取りのどちらにするか迷っていて、
最終的にちらし取りに出た方でした。
　その後、競技かるたがありました。小学
校₂、₃年が₃名、小学校₅、₆年生が₅
名、中学生が₄名が参加し、全部で₃回戦ま

幹 事 報 告　 小田山紀暢 幹事

委　員　会　報　告
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で行って順位を決めました。やはり競技かる
たに出る方は上の句ですぐ取る感じの方が多
かったと思います。
　ちらし取りではお母さまたちとうちの幹事、
会長エレクトも混ざってやっていました。一
番盛り上がっていたのはお母さんとロータリ
アンの組でした。来年はぜひちらし取りの保
護者大会もやったらどうか。人数が少なめ
だったので、１時半終了予定が１時間くらい
早く全部終わって、片付けをして帰ってきま
した。
　やはり百人一首競技かるたはだんだんやっ
ている方が少なくなってはいますが、日本の
伝統文化ですので、ぜひ来年以降も続けてい
ければと思います。

ロータリーの友委員会　　　道尻誠助委員長
　　　　　　　　「見て楽しい、読んで感動
　　　　　　　ロータリーの友」の時間が
　　　　　　　やってきました。きょうは前
　　　　　　　半はわたしが、後半は八戸の
　　　　　　　星の王子様の澤藤孝之さんと
一緒にやります。
　今回は2000年～2009年までのロータリーの
友から八戸ロータリークラブ関係を拾い、皆
さんにご紹介します。
　2000年ITバブル崩壊、2001年米国同時テ
ロ多発、日本では郵政民営化、2008年リーマ
ンブラザーズ破綻と、ひじょうに世の中が動
いた時であり、いろいろな価値観が変わりつ
つあった時代かと思います。世界は山あり谷
ありでしたが、わが八戸ロータリークラブも
山あり谷ありの時代だったと思います。
　最初は山ではなく谷でした。2001年₇月号。
₇月は新ＲＩ会長の顔写真が表紙を飾る決ま

りがあります。そして各地区ガバナーの横顔
紹介。₇月号に八戸ロータリークラブから
「大島壮介ガバナーが誕生」の記事が載りま
した。ロータリー歴の古い方はご存じかと思
いますが、わたしが入る前でした。
　₈月号に小さなお知らせがあり、「大島壮
介会員が₆月₇日付でガバナーエレクトを辞
退されたのに伴い……」というほんの小さな
記事が載りました。₉月号に第2830地区パス
トガバナー黒田正宏先生（八戸南ＲＣ）がガ
バナーを引き受けてくれたという記事が載り、
ご紹介されています。「私は1998年～1999年
度に続いて₂回目のガバナーを担当していま
す。₆月下旬急に決定しましたので、準備不
足のままの出発でした……。さらにいろいろ
皆さんのご協力をいただき、八戸ロータリー
クラブを中心とした皆様の支援でやっと軌道
に乗ってきたところです。」という文を載せ
ています。「いずれにしてもロータリーは人
間関係です。温かい心の触れ合いを大切にし
ていきたい……。」とあります。ご興味のあ
る方は読んでいただければ。
　八戸南ＲＣは、八戸ＲＣ創立20周年記念事
業として設立したということを聞いています
が詳しい方からいろいろお話を伺えればと
思っています。
　偶然に2006年₆月号に、「小中学生かるた
大会」の記事が載っています。これはどうし
てロータリーと競技かるた大会が共催するこ
とになったのかという理由も書いてあります。
アットホームな話題ですので、ぜひ読んでい
ただければと思います。
　世の中には、発展途上国ではまだまだ字を
書けない、読めない方がいて、その方に読み
書きを指導する識字率向上ということで、第
55代会長の富岡義勝さんがネパール、東南ア
ジアに出かけ、行ってきたこと、感じている
ことを書いています。このロータリーの友に
₄ページにわたって書くということはなかな
かないことで、それだけ実績を認められてい
る方だったという気がします。興味のある方
はぜひお読みください。
　山の部分がきました。2009年₇月に村井達



ガバナー誕生。今と違ってさらに若くて。お
聞きしたら「１年間はお酒を断ったつもりで
ガバナーに専念した」という紹介があります。
興味のある方はぜひ読んでください。
　八本八右衛門会長と小田山紀暢幹事が
ちょっと疲れ気味なので、励ましを。みんな
で笑い転げて春を呼ぼう！

（八戸の）星の王子様　澤藤孝之委員
　　　　　　　　₆回目の年男の澤藤です。
　　　　　　　今月号のロータリーの友をご
　　　　　　　紹介します。
　　　　　　　　今月は平和構築と紛争予防
　　　　　　　月間です。それに関連した記
事があります。スタートレックに出演された
黄色のシャツを着た方がインタビューを受け
ています。ジョージ・タケイさんという方で
す。この方は87才で日系₂世の方です。当
然第二次大戦も経験しておられます。日系
人が強制収容所に入れられたことで、japes 
keep moving（日本人出ていけ）white man 
neighborhood（白人が住む所）強制的に退
去させられて、捕虜収容所に入れられた。幼
少期はけっこう裕福な暮らしをしていたよう
ですが、これで無一文になってしまった方で
す。その辺の体験の話が出ています。現在は
まだお芝居もしています。
　ロータリーレポート。横浜で開催された
会のレポート記事があります。End of Polio 
Now. いろんな地域のポリオ絶滅運動の活動
紹介。2830地区の「津軽鉄道ポリオジャック
を開催」記事が紹介されています。
　ロータリー米山財団本部を紹介した記事。
わきあいをやっている感じですので、ご覧く
ださい。米山奨学生の紹介記事。東尋坊を旅
行したときの写真が載っています。日本と中
国では風習が違う。大きな違いは正座。
縦組み
　渡辺孝さんが2710地区でスピーチした記事。
渡辺さんはテレビディレクターで、NHKに
去年の12月までおられた。NHK沖縄放送局
に転勤になって、戦争についていろいろ考

え、戦争に係わるいろいろな番組を制作した
話。戦争を語っていかないと、今はもはや
“戦前”ではないかという話もあるみたいで
す。メディアの果たした戦争に対する役割も
報道していこう。
　渡辺さんが作った番組、特攻隊の番組。特
攻隊で出撃していろんな飛行機の不調、天
候などで特攻できなくて戻ってきた方がい
るわけですが、そういう方だけが一緒に集め
られている寮があったそうで、次の特攻の命
令を待つまでの間に行く寮。これが特攻隊
員に示したマニュアルがあり、中身を紹介
するのも悲惨な内容です。お読みいただい
ていろいろなことを感じていただければと
思います。
縦組みＰ12「この人を訪ねて」九州の久留米
ロータリアンが紹介されています。ソウブン
ケンさんは台湾の方です。台湾で元々税関に
お勤めの方で、トラックが商売になるという
ことで、自分で商売を始められて今は久留米
にいる。ロータリーのいろいろな活動で頑
張っておられます。
　この方の記事で、われわれと違うと感じた
のは、息子さんに社長を譲られていて、アメ
リカに留学させている。近年の中国による台
湾有事を懸念して、長女はカナダへ、次男は
イギリスに留学させ、国際分散を図っている
という記事が載っています。この辺はわれわ
れは日本に住んでいて、たいへんありがたい
ことに平和ボケで暮らしていますが、台湾の
方は感じ方が違うなと思いました。
　道尻誠助さんが川柳コーナーで入選されて
います。今回は“人”です。
「涙ため　いじっぱりな子　我に似る」
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災害協定に関するアンケートについて
紺野　広さん

　　　　　　　　道尻さんの柳壇は恒例のよ
　　　　　　　うになっていますが、一回俳
　　　　　　　壇に回されたことがあったそ
　　　　　　　うです。柳壇が多すぎたせい
　　　　　　　かどうかはわかりません。俳
壇に回されたのに落ちたという話でした。テ
レビに出ている夏井いつき先生がいらっしゃ
る間に、その高い壁をぜひ乗り越えていただ
きたいと思います。梅沢富美男に負けずに頑
張っていただきたいと思います。

　昨年、八戸市との間に「大規模災害時にお
ける相談業務の支援協力に関する協定書」を
締結しました。他のロータリーからも関心が
寄せられていて、ここで足踏みをするわけに
はいかないということで、渡辺さんから尻を
叩かれアンケートを取らせていただきたいと
考えています。
　渡辺さんは設計事務所を経営されているだ
けあって、１つのことを成し遂げるにあたっ
てものすごい工程表がパッと頭に浮かぶ方の
ようで、アンケートを作っていただきました。
そのアンケートをいつまでの期限で、その結
果をいつ公表して、次に進む案件をみんなで
相談するかが、日程まで決まっていてびっく
りしました。
　先ほど申し上げましたように、ロータリー
の友に災害協定について書きましたか？新聞
記事を検索したのかと渡辺さんはおっしゃっ
ていましたが、何かをご覧になって当クラブ
に問い合わせがありました。そのやりとりを
₃枚にまとめましたのでご紹介します。アン
ケートを取るにあたって、この協定の趣旨を
話して欲しいと渡辺さんからご指示いただき
ましたので、ここでお話しします。
　「お世話になります。先ほどはお電話で失
礼いたしました。(事務局の田名部さんに電
話があったようです。）兵庫県は淡路島津名
ロータリークラブで本年度会長を務めており
ます菊川と申します。貴クラブと八戸市の災
害協定の記事を見てご連絡させていただきま

した。津名ロータリークラブは2680地区淡路
グループ₅クラブに属しています。本年度は
当クラブからガバナー補佐を輩出しており、
来年2025年阪神淡路大震災から30年を迎える
年となることから、「災害時にロータリアン
に何ができるのか」というテーマのもとで淡
路グループのIM開催を予定しております。
　そのIM開催後に淡路島内₃市（あわじ市、
洲本市、南あわじ市）と淡路グループ₅クラ
ブで貴クラブが締結された、貴クラブから経
緯や協定内容等をご教示いただけたらと考え、
ご連絡させていただきました。たいへん厚か
ましく失礼なお願いで恐縮ですが、お力添え
賜りますようお願い申し上げます。」

　問い合わせをいただいて、前年度の内容を
わたしが一番知っているだろうということで、
わたしのほうから返事をさせていただきまし
た。経緯と実際に何をやっているかというこ
とに分けて、先方に概要をご報告申し上げて
おります。
　きっかけは国際ロータリー第2830地区
DDSか地区大会で行われた危機管理委員会
で、当時の築館ガバナーが県と地区ロータ
リーの間で災害協定締結をしようと提案しま
した。わたしもその時出席していた現橋本会
長もすばらしい提案だと思っておりましたが、
地区パストガバナーたちはロータリーの仕事
ではないという態度で、具体的な内容も討議
なされずに終わったことがあります。うちか
ら出したガバナーに何してくれるんじゃとい
う感じの対応で、ちょっと腹が立ったのがそ
のときのわたしの気持ちでした。本当にすば
らしい提案だったと今でも思っていますし、
地区がやらないのなら当クラブでまずやろう
というふうに、その日に思った次第です。
　
　「災害発生時に金銭的な支援は元より、そ
れぞれの職業を通し、被災地に直接貢献でき
る職能集団です。職能集団というのは、この
前の職業奉仕委員会で村井パストガバナー
からお話しいただいたvocation vocational 
serviceということと通じるものであり、わ

― ₅ ―



れわれの職業は奉仕のための天職であるとい
うことと同義であると思っています。
　発生時も平時の職業奉仕を被災状況に即し
て能動的に変化させて対応ができるはずです。
ロータリーはそうあるべきと考えています。
わたしはロータリーのやることを枠をはめ、
狭い範囲に決めつけ固定化することには反対
でした。ですので、締結をしたことを経緯と
してご報告しています。」われわれと違って、
もう₃市、₅クラブで締結するという幅広い
枠組みでの締結ですので、順調に進んでいた
だきたいとエールを送らせていただきました。
災害協定内容
　われわれが行ってきた昨年度のライフライ
ン関係の事業者、メディア、損保、建設業界、
葬儀屋など災害時の初動に関する業種からい
ただいた卓話に関しても紹介しました。
　わたしが卓話の中で一番感動したのは、正
部家光彦さんの中学校での活動です。子供た
ちを中学校の中で三日間ほど親御さんたちと
連絡を取りながら二次被害の可能性のある中、
励まし合いながら過ごした三日間のお話は心
に残っています。皆さんそれぞれの職業の中
でいろんなことをやっていらしたことを勉強
させていただきました。
　わたしは一番行政がひっ迫するのはやはり
発生直後であろうと思います。そのときに行
政にプッシュ型で何をやればいいですか？と
いうのはかえってご迷惑になるのかなとも
思っていますが、やることが決まっていれば
ご迷惑をかけずに、きちんとした対応ができ
るのではないかと思っています。
　市の部長を歴任された髙谷さんが行くと、
いろんな人がぺこぺこ頭を下げて、話がひ
じょうに持っていきやすかったですが、実際
に市の方でも現在マニュアルを作っている段
階で、われわれの申し出をどの形で実現して
いくか検討する段階で、具体的な話には至っ
ていません。ただ、発生直後でなくても、急
性期でもきちんといろんなことができるので
はというふうに思っています。

　医療に関しては、阪神淡路大震災のとき
に“防ぎ得た死”という概念ができました。
6,000人超の死亡者の中の500人程度はきちん
と急性期にちゃんとした医療が提供できれば
助け得たということでDMATができていま
す。ただDMATもできてすぐは不躾な医療
者集団という感じで現地では捉われ方をされ
ることが多かったです。何をやるんだ、われ
われに任せろ、みたいな、被災地の感情を逆
なでするような活動があり、いろんなブラッ
シュアップであったり、反省が都度災害でな
され、今に至っています。
　この相談支援業務というのも今行政がいろ
んなところから支援をしに被災地に行ってい
ますが、なかなか有効なものになっていない
のも実情のようです。そんな中、われわれが
ロータリーとして相談支援業務といっても難
しいところもあろうかと思います。ですから、
まず勉強したいと思います。いろんな、そう
いうことをやっていらっしゃる方からお話を
聞いた上で、われわれの活動のあり方を検討
していきたいなと思っています。
　ロータリーとして何ができるか。これも医
療と同じで、都度災害時に少しずつブラッ
シュアップしていくということで、協力の幅
が広がっていくと思いますし、実効性のある
ものになっていくのではと考えます。
　アンケートを渡辺さんに作っていただきま
した。本来は19日にお願い申しあげようと
思っていましたが、プログラムの変更があり
ましたので、今回、横組みA₄のものを皆様
のお手元にお配りしています。こんな内容で
期限を決めて改めて見やすい形でメールか
FAXでお送りしてアンケートを行いたいと
思います。自由記載のところを多く設けてい
ますので、忌憚のないご意見をお寄せいただ
ければありがたいと思っています。
　最後になりますが、他県のロータリーから
も注目されていますので、先駆者としてしっ
かりと進んでいきたいと思っています。ご理
解のほどよろしくお願いいたします。
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出　　　　席　　　　報　　　　告
出 席 委 員 会

第₃₃₄₃回例会（₂月₅日） 第₃₃₄１回例会（１月₂₂日）

出　席　率　　　　　　　　　₆₅．１％ 出　席　率　 　₆１．₅％ 修　正　　　₆₄．₆％出席率

総 会 員 数　 　　　₆₆名 出席数
₄１名 総 会 員 数　 　　　₆₆名 メークアップ ₂名した人数

出席義務会員
₆₃名

出席免除会員
₃名

欠席数　　　
₂₂名

出席義務会員
₆₅名

出席免除会員
１名 欠　席　数　　　₂₃名


